
令和７年度 羽村市立松林小学校 学校経営方針 

                      校長 古瀬 義房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●上記方策を着実に実施するため、また、教職員が児童とかかわる時間を十分に確保するため、年間を通じて、会

議の時間や回数の見直し、各分掌の業務を精選する等、働き方改革を推進する。 

１ 教育目標 

自立と協調 
自立…良いこと悪いことの判断をし、自分で決めて行動すること 

協調…他者の意見を受け入れたうえで自分の意見も伝え、よりよい方向で一緒に活動していくこと 

２ 目指す学校像 「違いを認め、高め合う学校」 

 (1) 児童にとって安全で、安心して通える学校 

 (2) 教職員が、児童理解に努め、保護者・地域と力を合わせて教育活動にあたる学校 

 (3) 保護者・地域住民にとって信頼がおけ、誇りに思える学校 

３ 中・長期的な目標 

(1) 基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得を図るとともに、課題を解決するために必要な思考力、判断

力、表現力や学習への意欲を高め、確かな学力を育成する。 

(2) 人権尊重の理念に対する正しい理解を導くとともに、思いやりの心や規範意識を育て、豊かな人間性・

社会性を育成する。（重点目標） 

 (3) 体力を向上させるとともに、危険から身を守る能力や態度を育て、活力ある健康な児童を育成する。 

 (4) 家庭・地域に開かれた学校づくりを進め、信頼・協力の関係を確立する。 

４ 今年度の重点目標と具体的方策 

(1) 学力向上 

① 確かな学力の定着     

・松林タイムでの「朝読書」や

「対話型鑑賞」の実施 

・「題意を把握すること」「根拠

を基に自分の考えを言う」こと

で問題解決能力を高める 

・「はむらの授業指針」をもと

にした OJTの充実、ICTの効果

的な活用による授業改善 

② 授業規律・特別支援教育  

・チャイム着席・話の聞き方・

学習用具の管理への指導 

・個への適切な理解・支援によ

る全ての児童の学習・生活上の

ニーズへの対応 

③ 学びの習慣化       

・学年×１０分の家庭学習の

定着 

・自主学習の取組 

・AIドリルの活用 

(2)豊かな人間性の育成 

①人権・道徳教育の充実   

・人権教育プログラムを活用

した教職員研修・授業の実施 

・「はむらの道徳科授業指針」

をもとにした授業改善 

・全校道徳の実施 

②特別活動、生活指導の充実･改善  

・学級活動（１）の実践による

児童主体の活動の推進 

・プロジェクトアドベンチャーの導入 

・縦割り班活動の常時活動化 

③ いじめ対策        

・いじめ総合対策を活用した

教職員研修、年に３回以上の

いじめに関する授業の実施 

・いじめアンケートの実施（毎月） 

・「おはなシート」の活用によ

る児童の相談体制の強化 

・市教育委員会と連携した組

織的な早期発見・対応の取組 

(3)健全育成・安全指導 

①体力向上への取組     

・体力向上月間の設定と都・

全校体力テストの実施 

・校庭の遊具等を活用した行

間遊び 

②不登校対応        

・スクールカウンセラー・登

校支援コーディネーターを

中心とした教育相談 

・市の教育相談室との連携 

・登校支援教室「にこにこル

ーム」の設置 

③安全指導         

・年間を通した「一声指導」

の実施と、週の指導計画を活

用した計画的な安全指導 

・家庭と連携した生活習慣や

食習慣、保健指導、アレルギ

ー対応の充実・改善 

(4) 開かれた学校 

①保護者・地域とのコミュニケーション   

・学校・学級・専科だより・HP

等での情報発信 

・保護者対応・連携の充実 

・保護者・地域の各種ボランティア 

②開かれた教育課程の実現   

わくわくプロジェクトの実施 

・武蔵野美術大学・市内建築家「鑑賞・創作活動」 

・ＰＴＡ「学校美術館」 

・地域幼稚園保育園「交流活動」 

・羽村第二中学校「小中連携交流活動４・６年」 

・羽村高等学校「補習教室ボランティア」  

・羽村特別支援学校「交流及び協働学習、パラスポーツ体験」 

・スイミングセンター「水泳・水遊び」 

・羽村図書館「朝学習・お話会」 

・羽村市動物公園「わくわく ZOOプロジェクト」  

・めぐみネット羽村「わくわく学級園」 

③学校の教育改善      

・CS委員・保護者アンケート等

をもとにした評価と改善 

 

 


